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広島県の中央部に位置する世羅郡世羅町 (以下世羅地

域) のナシ産地は, 標高500ｍ前後の広大な台地にある｡

県内の主要ナシ産地である世羅地域では, 1960年代から

ナシ‘幸水’と‘豊水’を主力品種とし, 全国に先駆け

た大規模法人経営による無袋ナシの栽培に取り組んでき

た｡ しかし, 大規模法人経営は, 近年のナシ販売価格の

低迷に加え, 人件費や資材費などの高騰から厳しい経営

状況になっている｡ そのため, 世羅地域では販売期間の

拡大やそれに伴う収穫労力の分散により経営安定を図る

ための一手段として, 主力品種の‘幸水’の前に収穫可

能な‘愛甘水’を導入した｡

‘愛甘水’は, 1990年に愛知県の猪飼孝志氏により育

成された早生のニホンナシ品種であり, 種子親が‘長寿’

で, 花粉親が‘多摩’の交雑種である｡‘愛甘水’の収

穫期は‘幸水’より12日程度早く, 果実重は350ｇ前後,

肉質は‘幸水’より硬く,‘多摩’と同程度, 糖度は

13�����前後の品種とされている (壽, 2001)｡ しかし,

世羅地域で栽培された‘愛甘水’は, 小玉果の食味が劣

ることが課題とされ, 生産者はこの対策を求めていた｡

そこで, 果実重300ｇ以上, かつ, 糖度12�����以上の
果実 (以下, 高品質果実と記す) を効率良く生産するた

めの栽培管理技術体系について検討し, 若干の知見を得

たので報告する｡

材料及び方法

試験は, 世羅地域の農事組合法人世羅幸水農園 (以下,

幸水農園と記す), 農事組合法人世羅大豊農園 (以下,

大豊農園と記す) および東広島市安芸津町の広島県立総

合技術研究所農業技術センターナシほ場で行った｡ 供試

樹は, 幸水農園では1996～1997年定植 (栽植間隔6×3ｍ),

大豊農園では1995～1996年定植 (栽植間隔4×4ｍ) の

‘愛甘水’を供試し, 2002年は両園で, 2003～2006年は

大豊農園のみで試験を行った｡ 当センターのナシほ場で

の試験は, 2001年4月に14年生‘幸水’に高接ぎした

‘愛甘水’(栽植間隔6×3ｍ), および2002年3月に2年生

苗を定植し, 根域制限栽培 (1樹当たりの培土量200�)
した樹を供試した｡

供試樹の台木は, いずれもヤマナシ台木で, 樹形は平

棚栽培の2本主枝整枝とした｡

果実は, いずれも無袋栽培とし, 果皮色がカラーチャー

ト値 (農林水産省果樹試験場作成‘幸水’用カラーチャー

ト) 3～3.5で収穫した｡

果実重は, 誘電式天秤 (新光電子社製, ���2000) で,
果実糖度は, 屈折糖度計 (�����社製, ��������)
で測定した｡

１. 現地におけるナシ‘愛甘水’の果実生産の実態調査

１) 小玉果および低糖度果実の発生実態

試験は, 2002年8月6～22日に世羅地域の2園で, 8～

10年生樹の各3樹を用い, 1園当たり222果を収穫し, 果

実重と糖度を測定した｡

２) 休眠期の芽の大きさと花芽着生との関係解明

本研究では, 花芽の着生状況を休眠期の芽の形態から

判断する基準が必要である｡ そこで, 発育枝上に形成さ

れた芽のうち, 花芽であることを判断するための根拠を

得るため, 長果枝に形成された芽 (以下, 長果枝えき芽

と記す) と短果枝の先端に形成された芽 (以下, 短果枝

頂芽と記す) に区分し, 休眠期の芽の大きさと花芽着生

との関係を調査した｡

調査は, 大豊農園の‘愛甘水’3樹を用い, 2002年12

月18日に長果枝えき芽 (771芽) と短果枝頂芽 (515芽)

の縦径と横径をノギスにより測定し, 翌年の開花期

(2003年4月30日) に着花の有無を確認した｡ これにより

所定の大きさの区分のうち, 80％以上で着花が認められ

る値を求め, 縦径と横径のいずれもがその値を超える芽
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を花芽と判断することとした｡

３) 短果枝花芽とえき花芽由来果実の生産割合並びに

果実品質の相違

2002年8月6日に世羅地域の2園で各3樹を供試し, 果実

の由来する花芽の種類 (短果枝花芽とえき花芽) を全果

実について調査した｡

また, 短果枝花芽およびえき花芽由来の果実における

品質の相違を明らかにするため, 前項1�1) で調査した果
実の果実重, 糖度および果形指数を2002年8月6～22日に

1園当たり3樹, 1樹当たり61～92果調査した｡ 果形指数

は, 縦径を横径で除した値を求めた｡

４) 側枝上の短果枝の着生位置の違いが果実品質に及

ぼす影響

側枝上の短果枝の着生位置は, 図1に示すように, 側

枝の横断面からみた短果枝基部の着生位置別に, 側枝の

背面部の60～120°(以下, 上部と記す) に着生した短果

枝, 側枝の背面部の0～60°(以下, 斜上部と記す) に着

生した短果枝, 側枝の下面部の0～60°(以下, 斜下部と

記す) に着生した短果枝, 側枝の下面部の60～120°(以

下, 下部と記す) に着生した短果枝の4区分とし, 2002

年6月5～21日に調査した｡ また, 果実重と糖度は, 2002

年8月6～22日に調査し, 短果枝由来果実の基部の着生位

置と果実品質との関係を解析した｡

２. 高品質果実生産に好適な栽培管理条件の究明

１) 着果番果が果実品質に及ぼす影響

試験は, 当センター内の高接ぎ樹4樹を供試した｡

供試花叢は, 短果枝花芽を用い, 4月17～26日に人工

受粉を行った｡

結実後の棚面1㎡当たりの果実数は, 5月27日 (満開31

日後) に仕上げ摘果により葉果比40に調整した｡ このと

き, 残した果実を1～8番の着果番果別に標識した｡ なお,

予備摘果は行なわなかった｡ 収穫時の果実品質調査は,

7月29日～8月12日に1区18～25果収穫し, 果実重, 糖度,

果実の縦径および横径を測定した｡

２) 予備摘果時期の違いが果実品質に及ぼす影響

試験は, 2005年に大豊農園の6樹を供試した｡ 摘果処

理は, 予備摘果として1果そう当たり1果に摘果し, 仕上

げ摘果として, 葉果比を32に調整した｡ 処理区は, 予備

摘果を満開16日後 (5月12日) に行う区と, 満開27日後

(5月23日) に行う区を設定した｡ なお, 仕上げ摘果は,

両区とも満開30日後の5月26日に行った｡

収穫時の果実品質調査は, 8月8～22日に, 1区45～91

果を供試し, 果実重と糖度を測定し, 高品質果実割合を

求めた｡

３) 葉果比の違いが果実品質に及ぼす影響

試験は, 2004～2006年に大豊農園の9樹を供試した｡

処理区は, 5月17～31日 (満開27～30日後) に, 葉果比

24, 32および40の3区を摘果により設定した｡ 収穫時の

果実品質調査は, 8月8日～9月12日 (満開後104～134日

後) に, 1区24～73果を供試し, 果実重, 糖度および樹

冠占有面積1㎡当たりの生産量を測定した｡

2004年～2006年の気象条件は､ アメダスデータ (世羅)

を解析した｡

４) 葉果比の違いが新根の発生および主枝先端延長枝

の伸長に及ぼす影響

試験は, 2005年と2006年に当センター内の根域制限樹

を12樹供試した｡ 処理区は, 仕上げ摘果時 (2005年5月

25日, 2006年5月29日) に, 葉果比24,32および40の3区

を設定した｡ 供試樹の水管理は, 生育期間中に土壌深20

㎝にポーラスカップ部分を埋設したテンシオメーターの

値が��2.0に達した時点で20㎜を自動かん水した｡
新根の発生消長は, 根箱法により幹から10㎝離れた根

域部に観察用のガラス枠を設置し, 土壌表面から深さ

5～25㎝, 幅65㎝範囲のガラス表面に現れた白色の根の

経時変化を調査した｡ なお, 調査は, 伸長量を5～15日

間隔で写真撮影し, その画像を複写後, 新たに伸長した

根の長さをデジタルキルビメーター (内田洋行社製, ��
型�を用いて測定した｡
主枝先端からの新梢伸長量は, 供試樹の主枝先端の新

梢を巻尺を用いて2005年12月14日および2006年12月11日

に測定した｡

３. 摘心および予備枝設定方法の違いが短果枝花芽の着

生に及ぼす影響
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図１ 側枝横断面からみた短果枝の着生位置の区分
注) 上 部：側枝の背面部の��～���°に発生した短果枝
斜上部：側枝の背面部の�～��°に発生した短果枝
斜下部：側枝の下面部の�～��°に発生した短果枝
下 部：側枝の下面部の��～���°に発生した短果枝



１) 側枝の背面から発生した新梢の摘心時期が短果枝

花芽の着生に及ぼす影響

試験は, 2003年と2004年に世羅町の大豊農園および安

芸津町の当センターほ場に栽植された高接ぎのナシ‘愛

甘水’をそれぞれ11樹および5樹供試した｡

処理は, 側枝背面の陰芽から伸長中の新梢について基

部1㎝ (葉数2～3枚) を残してせん定鋏でせん除し, 摘

心した｡ 2003年の処理時期は, 大豊農園ほ場では6月20,

25および30日に, 当センターほ場では, 6月13, 18およ

び23日で, 2004年は, それぞれ, 6月14, 18および24日,

6月7, 11および16日に実施し, 2か年とも満開55, 60お

よび65日とした｡ 処理枝数は, 1区16～22枝とした｡

調査は, 2003年10月29日～12月9日および2004年11月

30日～12月6日に, 芽の縦径と横径をノギスで計測する

方法で実施し, 項目1�2) で得られた条件に基づいて, 花
芽の判断を行った｡

２) 予備枝設定方法の違いが短果枝花芽の着生に及ぼ

す影響

試験は, 大豊農園ほ場に栽植されたナシ‘愛甘水’53

樹を供試した｡

予備枝の設定は, 2004年3月9日に主枝の背面部の60～

120°以外の陰芽から発生した長さ80～90㎝, 基部径8～

11㎜の新梢 (以下, 発育枝と記す), および主枝の背面

部の60～120°の陰芽から発生した長さ1ｍ以上, 基部径

11㎜以上の新梢 (以下, 徒長枝と記す) を用いた｡ なお,

主枝分岐部から先端部方向の50㎝以内と主枝先端から基

部方向の50㎝以内に発生した予備枝は試験対象から除外

した｡

処理は, 発育枝では, 初年目の冬季せん定時の切返し

程度を発育枝長の20％, 50％および80％とする区を設け

た｡ 一方, 徒長枝では, 先端部の切返しを行わず, 基部

径の1�2にノコギリで切れ目を入れた後, ビニルテープ
を巻いて切れ目を保護し, 枝全体を支柱を用いて棚面に

対して0～45°に誘引した｡ 処理翌年以降の側枝先端の

延長枝 (以下, 延長枝と記す) のせん定方法は, 発育枝

では, 伸長量の1�3を目安に先端の芽が上向きとなるよ
うに行った｡ また, 徒長枝の延長枝のせん定量は, 新た

に徒長した枝の基部を20㎝残す方法でせん定を行った｡

延長枝の誘引角度は, いずれも棚面に対して45°になる

ように生育期間中の4～7月に月1回の割合で調整を行っ

た｡ 処理枝数は, 1区9～25枝とした｡

調査は, 2005年1月12日～4月19日, 2005年12月9日～1

月17日および2006年11月28日～12月14日に短果枝花芽の

着生数, 側枝長および胴枯性病害発生の有無について側

枝の枝齢別に外観観察により調査した｡ なお, 短果枝花

芽の着生数は, 項目1�2) で得られた条件に基づいて判断
した｡ 収穫時の果実品質は, 2006年8月14日～9月12日に,

1区11～29果を供試し, 果実重と糖度を測定し, 高品質

果実割合 (果実重300ｇ以上かつ糖度12.0�����以上) を
求めた｡ なお, 果実管理は, 予備摘果を2006年5月17日

(満開16日後) に, 仕上げ摘果を同年5月31日 (満開30日

後) に行い, 側枝内における葉果比を32に設定した｡

結果および考察

１. 現地におけるナシ‘愛甘水’の果実生産の実態調査

１) 小玉果および低糖度果実の発生実態

高橋ら (1994) は, ナシ‘幸水’および‘豊水’にお

いて, 果実重と糖度の間に正の相関関係があることを報

告している｡ そこで, 世羅地区で栽培されている‘愛甘

水’で同様な傾向の有無を確認するため, 表1に示すよ

うに, 果実重を200ｇ以上300ｇ未満, 300ｇ以上400ｇ未

満, 400ｇ以上500ｇ未満に3区分し, 果実重と糖度の関

係を解析した｡

その結果, 両園ともに果実重300ｇ未満の果実は, そ

れ以上の重さの果実に比べて有意に糖度が低く, 糖度

12�����未満の低糖度果実割合が高い傾向がみられた｡
この結果は, 松浦ら (1976) による‘幸水’, 松田ら

(2000) による‘愛甘水’の結果と一致した｡ このため,

世羅地域のナシ園においても, 収穫期における‘愛甘水’
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の果実重を300ｇ以上にするための栽培管理が必要であ

ると考えられた｡

２) 休眠期の芽の大きさと花芽着生との関係解明

長果枝えき芽における休眠期 (12月) の芽の大きさ

と花芽着生との関係を図2に示した｡ その結果, 芽の縦

径が7㎜以上, 横径が4㎜以上の芽では, 花芽となる割合

が80％以上であった｡ 同様に, 短果枝頂芽における休眠

期 (12月) の芽の大きさと花芽の関係を図3に示した｡

その結果, 芽の縦径が6.5㎜以上, 横径が4㎜以上の芽で

は, 花芽となる割合が80％以上であった｡

さらに, 休眠期 (12月) の芽の大きさにおいて, 長果

枝えき芽の縦径が7㎜以上かつ横径が4㎜以上の芽の割合

は96％で, 短果枝頂芽の縦径が6.5㎜以上かつ横径が4㎜

以上の芽の割合は97％であった｡ このため, 前記の条件

を満たす芽を花芽とみなし, 以後の調査における花芽着

生の判断基準とした｡

３) 短果枝花芽とえき花芽由来の果実生産割合並びに

果実品質の相違

世羅地域の2園における短果枝花芽とえき芽由来の果

実生産割合を調査し, 表2に示した｡ この結果, 短果枝

花芽由来の果実割合は46～51％, えき花芽由来では49～

54％であり, 現地農園における短果枝花芽とえき花芽の

利用比率は, ほぼ1対1であることが明らかになった｡

短果枝花芽由来の果実品質は, 表2に示すように, え

き花芽由来の果実に比べて, 果実重および糖度が同等以

上であった｡ また, 高品質果実の割合は, 幸水農園では

ほぼ同等であったが, 大豊農園では, 短果枝花芽由来の

果実において高い値を示した｡

果形指数は, 幸水農園では, 短果枝花芽およびえき花

芽由来ともに0.79であり, 大豊農園では, 短果枝由来で

0.81, えき花芽由来で0.80であったことから, 果形に及

ぼす影響はないものと思われた｡

これらの結果から, 短果枝花芽由来の果実は, えき花

芽由来の果実に比べて, 果実品質が優れると考えられる｡

このため, 高品質果実生産のためには, 短果枝由来の果

実割合を高める栽培管理技術の導入が必要と考えられた｡

４) 側枝上の短果枝の着生位置の違いが果実品質に及

ぼす影響

松浦ら (1976) は,‘幸水’における短果枝の着生位

置が上～斜め上向きのものの糖度が高い傾向にあること

を報告している｡ そこで, 世羅地域で栽培されている

‘愛甘水’で同様な傾向の有無を確認するため, 側枝の

横断面からみた短果枝基部の着生位置が, 果実品質に及

ぼす影響を調査し, 表3に示した｡

この結果, 側枝の上部 (背面部の60～120°) に着生

した短果枝由来の果実は, その他の位置に着生した短果

枝由来の果実に比べて果実重が小さく, 糖度が低い傾向

がみられ, 高品質果実割合は, 幸水農園で25％, 大豊農

園で9％であり, その他の位置に着生した短果枝由来の

果実に比べて顕著に低かった｡

斜上部, 斜下部および下部に着生した短果枝由来の果

実における果実重と糖度は, ほぼ同等であった｡ また,

高品質果実割合は, 両園ともに斜下部に着生した短果枝

由来の果実が85～90％で最も高かったが, 斜上部と下部

に着生した短果枝由来の果実も70～82％であることから,

これら3区はほぼ同等と考えられた｡

これらの結果から, 側枝の上部に着生した短果枝は,
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図２ ナシ‘愛甘水’の休眠期における長果枝えき花芽の

大きさと花芽着生との関係
注) ｎ＝��� 図３ ナシ‘愛甘水’の休眠期における短果枝頂芽の大き

さと花芽着生との関係
注) ｎ＝���

表２ 現地におけるナシ‘愛甘水’の休眠期における短果枝頂芽と長果枝えき花芽由来の果実生産割合およびその品質



果実品質が劣るため, 結果枝として利用すべきではない

と判断した｡

以上, 現地における実態調査結果から高品質果実生産

のための留意点を次に示した｡

ナシ‘愛甘水’の糖度は, 果実重300ｇ以上の果実で

顕著に高いため, 果実重と糖度12�����以上の果実割合
を300ｇ以上にする栽培管理技術が必要である｡ ナシ

‘愛甘水’の短果枝花芽とえき花芽由来の果実生産割合

はほぼ同程度であるが, 果実品質は短果枝頂芽由来の果

実で優れる傾向にある｡ このため, 高品質果実生産割合

を高めるには, 短果枝花芽の比率を高めることが必要で

ある｡ また, 側枝の背面部の60～120°から発生した短

果枝は果実品質が顕著に劣るため, 利用すべきではない｡

２. 高品質果実生産に好適な栽培管理条件の究明

１) 着果番果が果実品質に及ぼす影響

着果番果が果実品質に及ぼす影響を図4に示した｡

果実重は, 1～5番果で300ｇを超えており, 特に, 2～

5番果は326～340ｇで大玉傾向であった｡ 糖度は, いず

れの着果番果においても目標とする12�����を超えてお
り, 各番果間で差はみられなかった｡

小林 (1976) は, ニホンナシでは, 花叢中の基部 (先

に咲く花) ほど果実は大きいが果形が不揃いであるとし

ている｡ このため, 番果毎に果形を調査した結果, 5～7

番果は, 縦径を横径で除した値が, 0�78～0�81で, 他の
番果の0�74～0�77に比べてやや腰高な傾向がみられたが
実用上の問題はないと考えられた｡ これらの結果から,

ナシ‘愛甘水’の高品質果実生産のためには, 2～5番果

を利用するのが良いと考えられる｡

２) 予備摘果時期の違いが果実品質に及ぼす影響

幼果の発育は枝中の貯蔵養分によって行なわれている

ため, 摘果を早期に行なうほど貯蔵養分の節約となり,

残した果実に集中的に養分が供給されることから果実の

発育が良好となる｡ しかし, 早期に摘果すると, 受精が

不完全で種子の少ない果実や変形果等の不良形質の果実

を残す危険性がある (林・田辺, 1991)｡ しかし, ナシ

では, 満開後約2週間経過した頃には, 不受精果は, 黄

変落果するため, この時期から予備摘果は可能である｡

このため, 満開後16日に予備摘果を行う区と満開後27日

に予備摘果を行う区 (対照区) を設置し, 予備摘果時期

の違いが果実品質に及ぼす影響を調査し, その結果を表

4に示した｡

果実重は, 満開16日後の予備摘果区では439ｇ, 満開

27日後では384ｇであり, 後者が大きい傾向にあるもの

の, 両区間に有意差は認められなかった｡

しかし, 高品質果実の割合は, 満開16日後の予備摘果

区では78％, 満開27日後では60％であり, 前者が高い値

を示した｡
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表３ 現地のナシ‘愛甘水’における短果枝の着生位置が果実品質に及ぼす影響

図４ ナシ‘愛甘水’における着果番果が果実品質に及ぼ
す影響
注) �������������法 (�＜����) により異符号間で有意差
あり｡����年�月��日～�月��日に安芸津町で調査｡



以上のことから, 高品質果実生産のための予備摘果時

期は, 満開16日後頃から開始するのが良いと考えられる｡

３) 葉果比の違いが果実品質に及ぼす影響

平田ら (1980) は, 世羅地域で250ｇのナシ果実を1果

生産するために必要な葉数は,‘幸水’,‘新水’ともに

約30葉であり, 品種間の差はわずかであったことを報告

している｡ また, 現地農園におけるナシ‘愛甘水’の慣

行の葉果比は約30である｡ そこで, ナシ‘愛甘水’の葉

果比の違いが果実品質に及ぼす影響を明らかにするため

に処理区として葉果比40, 32 (対照) および24の3区を

設定し, 調査し, 表5に示した｡

2004年の調査結果では, 果実重は, 葉果比40区で412

ｇ, 32区で368ｇ, 24区で322ｇとなり, 葉果比が大きい

ほど果実重が大きくなる傾向がみられた｡ 糖度は, いず

れの処理区ともに12�����以上であったが, 葉果比40区
と32区が葉果比24区に比べてやや高い傾向にあった｡ 一

方, 高品質果実割合は, 葉果比24区では57％, 32区では

66％, 40区では67％であり, 葉果比24区で約10％低くバ

ラツキが大きい傾向を示した｡ このため, 2005年と2006

年には, 葉果比40区と32区のみを設定し, 同一樹で継続

調査した｡ この結果, 2005年の果実重と糖度は, 設定１

年目と同様の傾向を示したが, 収穫前1か月間の日照時

間が平年値を大きく下回った2006年の糖度は40区も32区

と同等であった｡ なお, 高品質果実割合は, 葉果比40区

がやや高い傾向であった｡ また, 生産量は, 処理1, 2年

目は, 葉果比32区が葉果比40区に比べてやや多い傾向が

みられたが, ３年目には, 同等となった｡

以上の結果から, 高品質果実生産のための適正葉果比

は32～40にすべきと考えられた｡

４) 葉果比の違いが新根の発生および主枝先端延長枝

の伸長に及ぼす影響

ナシをはじめとする落葉果樹では, 前年の夏から秋に

かけて蓄えられた同化養分, 即ち, 貯蔵養分により初期

生育段階の果実, 葉および新梢を生長させる｡ また, 貯

蔵養分量は, 結実量により左右されることから, 結実過

多となる条件では, 根に必要な養分が果実に消費される

ため, 根の発育が抑制されることが知られている (林・

田辺, 1991)｡ そこで, 葉果比の違いが新根発生および

主枝先端延長枝の伸長に及ぼす影響を明らかにするため

に, 根域制限のナシ樹を2か年調査し, 図5および表6に

示した｡

この結果, 葉果比24区における新根の発生量は, 図5
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表４ ナシ‘愛甘水’の予備摘果時期の違いが果実品質に及ぼす影響

表５ ナシ‘愛甘水’における葉果比の違いが果実品質に及ぼす影響



から処理1年目 (2005年) と処理2年目 (2006年) とも葉

果比32区と40区に比べて顕著に少なかった｡ また, 処理

1年目は, 葉果比32区の新根発生量は, 7月～9月に葉果

比40区に比べてやや多い傾向がみられた｡ 年間の総伸長

量では葉果比32区は20.5ｍで, 葉果比40区は19.0ｍで同

等の発根量であった｡ さらに, 処理2年目の葉果比32区

の新根発生量は, 7月と10月を除けば, 葉果比40区に比

べて少ない傾向がみられたが, 年間の総伸長量では, 葉

果比32区は18.0ｍで, 葉果比40区は, 24.0ｍと多い傾向

がみられた｡

主枝先端延長枝の伸長量は, 表6に示すように葉果比

24区で, 処理1年目 (2005年) と処理2年目 (2006年) と

も葉果比32区と40区に比べて劣った｡ また, 葉果比32区

の主枝先端延長枝の伸長量は, 処理1年目は, 葉果比40

区に比べてやや多い傾向がみられたが, 処理2年目は,

ほぼ同等の伸長量であった｡

これらの結果から, 着果量が多い処理区, 即ち, 葉果

比の小さい24区では, 連年処理により新根の発生および

主枝先端延長枝の伸長量が抑制される傾向が認められた｡

このため, 前項2�3) の収量, 果実品質と本項の根の発生
量および主枝先端延長枝の伸長量から, ナシ‘愛甘水’

の葉果比は32～40に設定するのが適当と考えられた｡

以上, 項目2�1) から項目2�4) までの結果から, 高品
質果実生産に好適な栽培管理条件を次に示した｡

ナシ‘愛甘水’において, 果実重300ｇ以上, かつ,

糖度12�����上の高品質果実を安定的に連年生産するた
めには, 2～5番果を用い, 満開16日後頃から予備摘果を

実施し, 満開後30日後頃に葉果比を32～40に設定するこ

とが望ましいと考えられた｡

３. 摘心および予備枝設定方法の違いが短果枝花芽の着

生に及ぼす影響

１) 側枝の背面から発生した新梢の摘心時期が短果枝

花芽の着生に及ぼす影響

吉岡・松波 (2000) は,‘幸水’で5月中旬以降に果叢

葉を残し摘心処理することで短果枝が着生することを報

告している｡ また, 川瀬・松嶋 (2006) は,‘幸水’と

‘豊水’において, 新梢の摘心と側枝更新数の抑制によ

り, 収量性や果実品質に悪影響を及ぼすことなく, せん

定枝量を34～41％削減できることを報告している｡ さら

に, 明田 (2005) は,‘愛甘水’の摘心は6月中旬が良く,

これより早いと再伸長が大きく, 遅いと不定芽の割合が

多く, かつ, 花芽の着生も減少することを報告している｡

しかし, ナシの生育相は, 年次や地域により大きく異な
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図５ ナシ‘愛甘水’における葉果比の違いが新根の発生に及ぼす影響
注) ����年～����年に当センターの根域制限栽培樹を調査｡

表６ ナシ‘愛甘水’における葉果比の違いが主枝先端
延長枝の伸張にに及ぼす影響



ることから, 満開日を基準として摘心適期を明らかにす

る必要がある｡ そこで,‘愛甘水’の側枝の背面から発

生した新梢を満開55, 60および65日後に摘心し, 短果枝

花芽の着生の有無を調査し, 図6に示した｡

この結果, 2003年には, 安芸津での試験では, 満開55,

60および65日後の処理による短果枝花芽の着生率は, そ

れぞれ67, 62および60％, 世羅での試験では, それぞれ

76, 63および79％であった｡

一方, 2004年には, 安芸津での試験では, それぞれ50

％, 35％および35％, 世羅での試験では, それぞれ36％,

32％および33％であった｡

これらの結果から, 満開55～65日後の摘心処理により

短果枝花芽の着生率は, 年次間で差が認められたものの

短果枝着生に有効であった｡ また, 地域や処理時期によ

る明らかな差は認められなかった｡ このため, 同期間中

の摘心処理は, 短果枝花芽の着生促進に有効と考えられ

た｡

なお, 摘心処理による短果枝花芽の着生率に年次差が

認められた要因については不明であり, 今後の究明が必

要である｡

２) 予備枝設定方法の違いが短果枝花芽の着生に及ぼ

す影響

ナシにおける予備枝の設定方法は,‘幸水’では, 基

部径が8～12㎜程度の新梢を1�2に切り返す方法 (栃木県,
1988) や, 基部径が 10～11㎜の新梢先端を30～40㎝の

長さで切り返す方法 (佐藤, 2002) が知られている｡ 一

方, 側枝上の短果枝の維持については, ‘幸水’では3

年生以上の側枝において盲芽率が高くなり (関本・大野,

1976), 同一の側枝内の短果枝分布は, 側枝枝齢3年枝が

最も多く, その後は直線的に短果枝数が減少する (佐藤,

2002) ことが報告されている｡ そこで, これらの報告を

参考にし, ‘愛甘水’において主枝の背面部の60～120°

以外から発生した発育枝 (長さ80～90��, 基部径8～11
㎜の新梢) を冬季せん定時に20％, 50％および80％切り

返す区を設定し, 各々の処理区における側枝を処理後4

年間調査した｡ 一方, 主枝の背面部の60～120°から発

生した徒長枝 (長さ1�以上, 基部径11㎜以上の新梢) は,
これまで冬季せん定時に基部から切除している｡ しかし,

小池・乾 (1988) は‘幸水’で, 花芽確保のために発育

枝の基部に直径の1�2～2�3までノコギリで切れ目を入れ
て結果枝として利用できることを明らかにしている｡ そ

こで, ‘愛甘水’への適用の可否を明らかにし, 前記の

3区との花芽着生効果を比較するために, 基部径の1�2に
ノコギリで切れ目を入れた後, ビニルテープを巻き, 枝

先を切り返さないで誘引する区を設定した｡

この結果, 徒長枝由来の予備枝における４年間の短果

枝花芽着生総数は, 表7に示すように, 24であり, 発育

枝利用の3区と比べて多い傾向がみられた｡

なお, 徒長枝由来の側枝における胴枯性病害の罹病率

は, 60％であり, 発育枝由来の側枝の34％に比べて26％
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図６ ナシ‘愛甘水’の側枝から発生した新梢の摘心処理

が短果枝花芽の着生に及ぼす影響

表７ ナシ‘愛甘水’の徒長枝または切返し程度の違う発育枝の利用が側枝における高品質果実生産および短果枝着生総数に及
ぼす影響



高く, 罹病しやすい傾向であった｡ 小笠原ら (1971) は,

世羅地域では開園当初から‘幸水’は胴枯病の発生が多

いことを報告しており, 西川・新田 (2003) は, 世羅地

域における‘愛甘水’の胴枯性病害の罹病程度は, 罹病

性品種の‘幸水’とほぼ同等であることを明らかにして

いる｡ このため, 世羅地域で‘愛甘水’を栽培すること

を前提にした場合の側枝育成法は, 短果枝の効率的な確

保に加え, 胴枯性病害の発生を助長しない側枝育成技術

の確立が必要である｡ このため, 世羅地域における予備

枝の設定は, 発育枝を利用すべきであると考えられる｡

本試験の結果, 予備枝設定時における発育枝の切返し

程度の違いは, 図7に示すように, 処理２年目以降の累

積側枝長に差を生じず, 表７に示すように４年間の短果

枝花芽着生総数はほぼ同等であった｡ しかし, 予備枝設

定時の切返し程度を50％とした区は, 切り返し程度20％

区と同等であるが, 切り返し程度80％区に比べて, 300

ｇ以上の大玉果の割合が高い傾向にあり, 高品質果実生

産割合が最も高かった｡ なお, 徒長枝由来の予備枝に着

生した高品質果実の割合は, 切返し程度を50％とした発

育枝のそれに次いで高い傾向であった｡

これらのことから, ナシ‘愛甘水’の側枝の育成は,

予備枝設定時における発育枝の切返し程度を50％とする

ことにより, 果実重300ｇ以上, 糖度12�����以上の高品
質果実を効率的に生産できると判断した｡ なお, 徒長枝

由来の予備枝は, 胴枯性病害に罹病しやすい傾向にある

ため, 発育枝の発生が見られない部位で臨時的な利用に

留めるべきと考える｡

以上, 項目3�1) と項目3�2) の結果から, 短果枝花芽
の着生促進技術を次に示した｡

ナシ‘愛甘水’において側枝の背面から発生した新梢

を満開55～65日後に基部約1㎝を残して摘心する方法は,

短果枝花芽の着生に有効である｡ また, 長さ80～90㎝,

基部径8～11㎜の発育枝を冬季せん定で50％の長さに切

り返す方法は, 短果枝花芽の着生に有効であり, 果実重

300ｇ以上, 糖度12�����以上の高品質果実を効率的に生
産できる｡

摘 要

広島県のナシ産地である世羅地域では, ナシの早生品

種‘愛甘水’を栽培しているが, 以前から小玉果の食味

が劣ることが指摘されていた｡ そこで, 2002～2006年に

現地ナシ園で実態調査を行うとともに,‘愛甘水’の高

品質果実産のためのほ場試験を行い, 以下の結果を得た｡

１. ナシ‘愛甘水’の果実糖度並びに糖度12�����以上
の果実割合は, 果実重300ｇ以上の果実で顕著に高い｡

このため, 高品質果実生産のためには, 果実重を300�
以上にする栽培管理が必要である｡

２. 世羅地域で生産されるナシ‘愛甘水’の短果枝花芽

とえき花芽由来の果実生産割合はほぼ同程度であるが,

果実品質は短果枝花芽由来の果実で優れる傾向にある｡

このため, 高品質果実生産のためには, 短果枝花芽の

比率を高める栽培管理が必要である｡

３. ナシ‘愛甘水’の短果枝由来の果実品質 (果実重,

糖度) は, 側枝の背面部 (上方に60～120°の位置)

から発生した短果枝に着生した果実で明らかに劣る｡

このため, 側枝背面部から発生した短果枝に着果すべ

きでない｡

４. ナシ‘愛甘水’では, 2～5番果を用い, 満開16日後か

ら予備摘果を開始し, 仕上げ摘果では, 満開30日後頃

に葉果比を32～40に調整する｡ これらの生産技術によ

り, 果実重300ｇ以上, 糖度12�����以上の高品質果実
を効率的に生産でき, 新根の発生も良好に維持できる｡

５. ナシ‘愛甘水’において側枝の背面から発生した新

梢を満開55～65日後に基部約1㎝を残して摘心する方

法は, 短果枝花芽の着生に有効である｡

６. 長さ80～90㎝ (基部径8～11㎜) の発育枝を利用し

て, 1年目の冬季せん定で50％の長さに切り返す方法

は, 短果枝花芽の着生に有効であり, 果実重300ｇ以

上, 糖度12�����以上の高品質果実を効率的に生産で
きる｡
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図７ ナシ‘愛甘水’の予備枝設定時における発
育枝の切返し程度の違いが側枝拡大に及ぼ
す影響
注) 徒長枝由来の予備枝は, 胴枯性病害による枯死の影響が
大きいため除外した｡
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